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研修の様子

参加者の感想

◍講義、実践発表から、地域と学校がより連携・協働して地域学校協働活動を進めていくことの重要性を理解し、
コーディネーターの役割やコーディネートする際の視点について考える。
◍参加者同士が交流し、互いの実践や思いについて意見交換することを通して、今後の取組のヒントを得て、実践
への意欲を高める。

結集！コーディネーター・担当者研修
令和７年６月４日（水） 9:50～15:30

松江合同庁舎 94名

■学校と地域をつなげる大切さを学ぶことができた。
■西村先生の講義で、改めて伝えないと伝わらないことに気付いた。大人として思い、願い、感謝する心など伝え
ていきたいと思う。実践発表はとても分かりやすい発表だった。
■講義も実践発表もとても勉強になった。自分にできることを一つ一つやっていこうと思う。まずは地域の声を学
校現場に届けていきたいと思った。つないだことを伝えることを目標にしたい。
■西村先生の講義での、「地域づくりと人づくりをコーディネーターが担っている」という言葉を聞いて勇気をもらっ
た。
■コーディネーターとして初めての研修だったので、参考になることが非常に多かった。隠岐島前地域以外の事
例を知ったり、同じコーディネーターの方と交流できて有意義な時間になった。また、今後コーディネーターとして
取り組んでみたいことも見つけることができ、得るものがあった。
■コーディネーターの役割を改めて考えさせられる時間となった。その役割を果たしていただくために、教育委員
会としてもしっかりと支えていかなければならないと感じた。そして、コーディネターのつながりをもっと強くできるよ
うな活動を考えていきたいと思った。
■とても良い交流ができ、学び多き研修となった。地域外の方と交流することもコーディネーター業務に大きな影
響があると感じた。講義を聞いて感じたが、住民だけでなく社会や地域にある会社・企業は、どんな人材を必要と
しているのか、今一度地域で考えていくことができたらいいと感じた。

研修プログラム

「地域と学校がつながる先にあるもの」
　　         　　　　　               一般社団法人コミスクえひめ　　代表理事　　  西村 久仁夫 さん

「子どもが育つ町は、大人も育つ町～頓原中学校×頓原公民館～」
　　　　　　　　　　　　　               頓原中学校教育魅力化コーディネーター　   　梶川 光夫 さん
　　　　　　　 　　　　               　 頓原公民館　　主事　　　　　 　　　  　　　  　　   　菅　夏希 さん

「学校×地域～あなたのピースがカギになる～」
                    　　　　            　 東部社会教育研修センター　　　　　　　　 　　  社会教育主事

 一般社団法人コミスクえひめ　　　　　代表理事　　             　　　　  　　  　  西村 久仁夫 さん

「結集！しまねの子育て協働プロジェクトについて」
　　　　　　　　　　　　  　             島根県教育庁社会教育課　　社会教育主事　　   　若槻 慎也
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